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こんにちは 
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立命館アジア太平洋大学（ＡＰＵ） 
～ 轟ゼミの学生さんたちが演習で飯田にて合宿！ ～   

 
 
 
 
 

 
歓迎のあいさつをする森清信会長 

５月１７日（土）～１８日（日）の１泊２日、ＡＰＵ 

轟ゼミの学生１７名が飯田地区で合宿を行いました。 

 この行事は、平成２６年に APUが九重町と友好交流に 

関する協定を締結したことに基づいて行われました。 

 町からお話があり合宿を受け入れることで、飯田のお

宝の活用方法など多方面から提言をいただき、ひいては

飯田地区のまちづくりに繋がればと当「協議会」が受け入

れることになりました。 

 １７日は、オリエンテーションの後、６班に分かれ飯田

で活動されている方々にインタビューを行い飯田のお宝

を探りました。 

その後、公民館に持ち帰り、結果のまとめとポスター 

作りをしました。 

 
 
 
 

 
インタビューの様子  

 

 
ポスターの発表  

 ポスターを作り終えた学生さんたちは九重のまち

自慢の九重“夢”温泉郷の温泉につかり疲れを癒しま

した。 

 温泉に入った後はポスター発表会です。各班ごとに

ポスター発表を行い、交流会に突入しました。 

 交流会は、学生１７人と轟教授、それにスタッフ、

インタビュイーと総勢３５名が交流を深めました。 

 １８日は、ガイドツアーを筌ノ口で行いました。こ

れには令和２年度にまち協が作成した「歴史マップ」

を活用し、地元の方にガイドをしてもらいました。 

 その後、筌ノ口から九重“夢”大吊橋を通ってひね

もす丘へ行きました。 

 
飯田の目抜き通りを歩く学生さんたち 

 
筌ノ口でのガイドツアー 

 

 
ひねもす丘で記念撮影 

  
ひねもす丘でお弁当 

お昼は、給食ボランティアのキスゲの会の皆さんが 

地元の食材を使ってお弁当を作ってくださいました。 

皆さんおいしくいただいていました。 

 午後は、長者原に行き、九重の自然を守る会のガイド

さんの案内でタデ原湿原の自然観察会を行いました。 

 ２日間、充実した演習ができたのではないでしょう

か。インタビュイーの皆さん、スタッフの皆さんお世話

になりました。ありがとうございました。 

 今後は、７月に計画されている「最終プレゼン」に皆

さんと参加したいと思います。お楽しみに！ 
 

 

 

 
 

 

タデ原湿原での自然観察会 
 
  
 

６月１日～６月３０日「環境月間」、６月５日は、環境の日！ 

                                                             

   ～ 心地よい暮らしのために 今できる選択を。 ～ 【環境省】 
 

 


